
■天候

1 2 3 4 5 計 安 失
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1 3 2 3 1x 10 11 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5

1 遊         2 0 0 0 中飛 三ゴ 四球

2 三         3 0 1 0 遊失 右２ 二飛

3 中 投       3 0 2 0 中飛 投安 左安

4 左         1 0 0 0 四球 三振

5 二         2 0 0 0 左飛 三振

6 捕         2 0 0 0 左飛 左飛

7 右         1 0 0 0 四球 二飛

8 一         2 0 0 0 投飛 三振

9 投 中       2 0 1 0 二安 投ゴ

          

          

          

          

          

          

18 0 4 0

1 2/3

2 1/3

1/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5

1 左         4 2 3 3 左本 左安 左安 中飛

2 遊         4 1 1 0 遊飛 二失 三ゴ 中安

3 三         4 1 3 1 一安 三ゴ 中２ 左安

4 右         2 0 0 0 中飛 死球 二飛

5 二         1 1 1 1 死球 死球 右安

6 一         3 1 1 0 三振 三振 左２

7 捕         3 1 1 0 二安 右飛 一邪

8 投         2 1 1 1 遊ゴ 死球 左安

9 中         1 2 0 0 四球 投失 右飛

          

          

          

          

          

          

24 10 11 6
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天理高校 対　兵庫県立飾磨工業高校

3 2

山　田　　　瑠

　残塁：6　　併殺：1

4

3

四球

福　田　悠　平

晴れ

天理

山　田　　　瑠

捕手

井　上　太　稀

福　田　悠　平

飾磨工業

21 4

岡　田　民　生

岩　城　　　潤

畦　越　　　純

合計

■戦評

堀　部　　　陸 原　田　成　人

自責

2 3

1

4

00

0堀　部　　　陸 3

三振

3

四球

　残塁：7　　併殺：0

塩　田　　　涼

窪　田　正　喜

堀　部　　　陸

大　江　治　義

片　山　幸　輔

塩　田　　　涼 1

三振

自責氏名 回数 打者 安打

14

13

5 1

回数 安打

５回コールド

■日時 平成29年8月19日(土)

■球場

出場校名

江戸川区球場

球審：菊池　進一郎　　　塁審：鈴木　優哉　高畑　政行　須田　英之■審判

■試合時間準々決勝 ■備考

兵庫

近畿・奈良

1時間30分

代表地区

第2試合　3回戦

西　川　佳　吾

天理

山　田　　　瑠

飾磨工業

ポジション 氏名

安　井　杏　耶

　江戸川球場の準々決勝第２試合は、二回戦をサヨナラで勝ち上がってきた兵庫県立飾磨工業高校と一・二回戦ともにコールドで勝ち上がってきた
天理高校との対戦となった。１回裏、天理高校の攻撃は先頭打者窪田が左翼線ランニング本塁打で先取点を挙げる。そして２回裏、７番原田の内野
安打、９番大江が四球で出塁したところで投手暴投によって１点追加。さらに１番窪田の左前安打で１点を追加する。反撃したい飾磨工業は、３回
表、２番安井右翼手越二塁打を放ち、さらに３番山田のバント内野安打によって無死一・三塁と好機を作るが、後続を二者連続三振と左飛で得点を
奪うことが出来なかった。その裏、天理は死球と失策、さらに暴投によって１点追加。そしてここまで２打点と当たっている１番窪田が左前安打で６点
目を挙げた。天理は攻撃の手を緩めず、４回裏には、３番岡田の左中間二塁打、５番畦越の右翼手前安打、さらに６番浅見の左翼柵越二塁打、８番
堀部の左翼手前安打と長短打で３点を追加し、５回裏には２番片山の中堅手前安打の走者を３番岡田が左翼手左を抜ける安打を放って、本塁に迎
え入れて１０点目を獲得し、大会特別規定により試合終了となった。飾磨工業は、二回戦で発揮した粘り強い攻撃を発揮できないままに敗れてしまっ
たことが悔やまれる。

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

多田羅　大　輔

小　路　和　輝

井　上　太　稀

福　田　悠　平

福　田　幸　基

塩　田　　　涼

備考

氏名

■投手成績

浅　見　紫　歌

原　田　成　人

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手


